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議会だより

依存財源
43億1,640万円

80.3％

財産収入
3,647万円

0.7％

各種交付金
8,154万円　1.5％

町税
5億2,255万円

9.7％

自主財源
10億5,647万円
19.7％

地方交付税
32億5,108万円

60.5％

繰越金
2億1,108万円
3.9％

諸収入
8,192万円
1.6％

県支出金
2億5,904万円

4.8％

国庫支出金
2億8,230万円

5.3％

地方譲与税
3,964万円　0.7％

その他
2億445万円
3.8％

町債
4億280万円
7.5％

平
成
24
年
度 

一
般
・
特
別
・
公
営
企
業
会
計
の
決
算
認
め
る
！

　平成 24年度一般会計・特別会計および公営企業会計決算について審議を行い、一般・
特別会計では歳入総額 83億 713 万円、歳出総額 79億 5,857 万円を認定し、公営企業
会計についても認定した。

特別会計 （円）

特別会計 歳入総額 歳出総額
国 民 健 康 保 険 12億2,489万 11億9,048万
住宅改良資金貸付 312万 74万
育 英 奨 学 貸 付 2,492万 2,364万
赤 河 内 財 産 区 991万 17万
簡 易 水 道 7,509万 5,577万
漁 業 集 落 排 水 1,564万 1,534万
公 共 下 水 道 1億5,030万 1億4,619万
介 護 保 険 12億6,142万 12億2,611万
阿 部 診 療 所 3,758万 3,432万
後期高齢者医療 1億3,135万 1億2,792万

公営企業会計
水道事業 （円）

総収益 総費用
平成24年度 7,203万 6,521万
平成23年度 7,967万 7,013万

病院事業 （円）

経常収益 経常費用自己収益
日和佐 4億205万 2億6,661万 3億7,082万
由 岐 5億312万 3億8,829万 5億1,536万
合 計 9億517万 6億5,491万 8億8,618万

その他経費
26億8,317万円

52.3％

その他経費
26億8,317万円

52.3％
投資的経費
4億1,876万円

8.1％

投資的経費
4億1,876万円

8.1％

人件費
10億2,077万円

19.9％

義務的経費
20億3,592万円

39.6％

物件費
8億5,684万円
16.7％

扶助費
3億5,783万円
6.9％

公債費
6億5,732万円
12.8％

普通建設事業費
3億7,121万円　7.2％災害復旧費

4,755万円　0.9％

繰出金
5億6,820万円
11.1％

繰出金
5億6,820万円
11.1％

維持補修費
585万円
0.1％

積立金
3億6,459万円

7.1％

積立金
3億6,459万円

7.1％

補助費等
8億8,769万円
17.3％

歳入
一般会計
歳入総額

53億7,287万円
（前年度比 3.3％減）

歳出
一般会計
歳出総額

51億3,785万円
（前年度比 3.9％減）
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一
般
会
計
の
町
税
、
使
用
料
等
の
徴

収
で
は
、
公
営
住
宅
等
関
連
使
用
料
９

３
２
万
円
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
償

還
金
10
件
３
，
０
４
５
万
円
の
滞
納
・

未
収
金
及
び
町
税
５
，
５
２
９
万
円
、

国
保
税
３
，
１
３
０
万
円
等
の
滞
納
が

あ
り
、
ま
た
、
本
年
度
７
９
１
万
円
の

不
納
欠
損
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
消
滅

時
効
の
完
成
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、

安
易
な
欠
損
処
理
と
は
せ
ず
、
税
収
入

の
確
保
と
税
負
担
の
公
平
を
図
る
上
か

ら
も
、
滞
納
回
収
と
法
的
措
置
を
考
慮

し
て
不
納
欠
損
処
理
を
抑
制
す
る
こ
と
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
も
滞
納
額
が
79

万
円
あ
り
、
51
万
円
の
不
納
欠
損
処
理

を
行
っ
て
い
る
、
支
払
可
能
な
状
況
で

あ
れ
ば
調
査
の
上
、
支
払
を
求
め
、
長

期
滞
納
に
な
ら
な
い
対
策
と
未
収
金
の

回
収
を
図
ら
れ
た
い
。

監
査
委
員
総
評

　

特
別
会
計
は
、
全
て
黒
字
に
な
っ
て

い
る
が
当
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
の
総
額
は
、
４
億
２
，

９
８
４
万
円
で
依
然
と
し
て
一
般
会
計

へ
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
基
金
積
立
金
は
総
額
３
億
６
，
４
５

９
万
円
積
み
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら

も
会
計
へ
の
健
全
化
推
進
に
努
め
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
最
小
限
と
な

る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

監
査
委
員
の
監
査
報
告
及
び
決
算

書
類
に
つ
い
て
は
、
役
場
本
庁
・

支
所
及
び
図
書
館
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

不
納
欠
損
処
理
の

抑
制
と
未
収
金
の

回
収
を
図
れ
。

一
般
会
計
へ
の

負
担
軽
減
に
努
め
よ
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
審
議
の
過
程
で
、

水
道
事
業
で
は
、
水
道
使
用
料
の
未
収

額
が
毎
年
増
加
し
、
固
定
化
し
つ
つ
あ

り
、
昨
年
も
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
給

水
制
限
告
知
等
、
強
い
請
求
及
び
給
水

停
止
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た
が
、

実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
送
水
に
使

用
し
て
い
る
石
綿
管
に
つ
い
て
は
計
画

的
に
敷
設
替
え
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
水
道
の
未
設
置
地
域
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
全
世
帯
に
水
が
供
給
で
き
る

よ
う
支
援
を
考
え
た
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
税
の
滞
納
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
方
法
、

桜
町
の
活
性
化
策
、
救

急
搬
送
車
業
務
の
あ
り

方
等
の
議
論
が
あ
り
、

議
案
に
つ
い
て
は
認
定

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

た
。 総

務
産
業
建
設
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
委
員
会
報
告

　

付
託
さ
れ
た
議
案
審
議
の
過
程
で
、

公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
連

帯
保
証
人
に
対
す
る
請
求
の
有
無
に
つ

い
て
の
質
疑
に
対
し
、
連
帯
保
証
人
に

請
求
し
て
い
な
い
が
今
後
検
討
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
光
を
そ

そ
ぐ
交
付
金
事
業
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
、
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
教
育

委
員
会
関
係
の
事
業
効
果
、
図
書
購
入

等
の
議
論
が
あ
り
、
議
案
に
つ
い
て
は

認
定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
指
摘
を

重
く
受
け
止
め
よ
。

決
算
全
般
に
つ
い
て

善
処
・
検
討
を
行
え
。

石綿管取り替え工事
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ジビエ（野生鳥獣肉）
活用の検討会を立ちあげ !

　平成 25 年第３回定例会は、平成 25 年９月 12 日から平成 25 年９月 20 日まで
９日間開催しました。
　影治町長より６月議会以降の町政の進捗状況及び今定例会に提案されている、認定
２件、報告２件、規約の変更案１件、財産処分案１件、条例案３件、補正予算案５件、
人事案１件について提案理由の説明があった。

議
案
審
議

●
農
林
水
産
業
費

質　
問

◆
農
山
漁
村
活
性
化
費

（
１
２
０
万
円
）の
内
容
は

答　
弁

　

２
ヵ
年
で
ジ
ビ
エ
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
今
年
は
ジ

ビ
エ
肉
を
加
工
す
る
試
作
品
を
模

索
す
る
な
ど
、
ジ
ビ
エ
肉
活
用
に

必
要
な
関
係
者
に
よ
る
検
討
会
を

作
り
方
向
性
を
模
索
し
て
い
き
た

い
。

質　
問

◆
山
河
内
（
大
越
）
の
森
林

　
購
入
内
容
は

答　
弁

　

購
入
面
積
は
98
・
７
ha
。
植
林

の
必
要
面
積
は
20
ha
弱
で
取
得
後
、

町
の
管
理
事
業
と
し
て
植
林
に
取

り
組
む
。

●
総
務
費

質　
問

◆
定
住
促
進
補
助
金
２
件
分

　
（
４
０
０
万
円
）
の
補
助
先
は

答　
弁

　

当
初
分
（
2
件
）
を
消
化
し
新

た
に
計
上
、
場
所
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。

●
衛
生
費

質　
問

◆
新
病
院
の
事
業
認
定
協
議
の

　
状
況
は

答　
弁

　

事
業
認
定
に
つ
い
て
県
と
協
議

し
て
お
り
、
10
月
に
申
請
を
出
し

10
月
中
に
は
設
定
す
る
。
ま
た
、

11
月
に
は
用
地
転
用
も
で
き
、
11

月
中
に
は
用
地
の
売
買
契
約
手
続

が
で
き
る
と
思
う
。

●
消
防
費

質　
問

◆
自
主
防
災
会
連
合
会
補
助
金

　
（
１
０
０
万
円
）
内
容
は
。

答　
弁

　

県
の
補
助
金
を
使
い
、
美
波
町

版
避
難
所
運
営
を
め
ざ
し
訓
練
及

び
研
修
を
行
う
。

※
定
住
促
進
補
助
金

　
自
治
体
組
織
ま
た
は
団
体

及
び
新
た
に
住
民
と
な
る
者

が
、
5
年
以
上
活
用
ま
た
は

居
住
す
る
こ
と
を
条
件
に
増

改
築
す
る
場
合
、
増
改
築
費

２
／
３（
上
限
２
０
０
万
円
）

を
補
助
す
る
も
の
。

９月定例会の概要

新しい議員の紹介　（８月４日執行議員補欠選挙で当選）

中川尚毅 議員
◆議場の席番号：1 番

◆所属委員会：
　総務産業建設委員会
　議会広報特別委員会

松本晋児 議員
◆議場の席番号：14 番

◆所属委員会：
　総務産業建設委員会
　防災対策特別委員会
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（
付
託
さ
れ
た
総
務
産
業
建
設
委
員

会
報
告
）

○
脱
原
発
社
会
に
す
る
の
は
時
期
尚

早
。

○
電
気
料
も
上
が
る
燃
料
も
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
中
、
原
子
力
は
必
要

で
稼
動
し
な
が
ら
研
究
す
べ
き
。

○
再
稼
動
で
き
る
も
の
は
し
て
、
将

来
は
脱
原
発
に
す
る
こ
と
は
政
府

も
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
賛
成
。

○
今
年
の
夏
も
原
発
が
全
て
止
ま
っ

た
状
態
で
電
力
事
情
を
ま
か
な
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
危
険
な
も

の
に
頼
る
必
要
は
無
い
。

○
福
島
県
の
状
況
か
ら
再
稼
動
す
る

の
は
無
責
任
。

○
極
力
数
年
後
に
は
廃
炉
に
し
て
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
の
が

い
い
。

等
の
意
見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
不

採
択

（
意
見
書
で
の
討
論
）

　

今
回
の
東
日
本
原
発
の
場
合
、
冷

却
ポ
ン
プ
が
壊
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
が
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ

の
結
果
汚
染
が
拡
大
さ
れ
事
故
収
束

の
方
法
が
な
い
。
こ
ん
な
危
険
な
も

の
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
の
で
こ

の
議
案
に
賛
成
す
る
。

（
本
会
議
で
の
質
疑
）

質　
問

　
道
州
制
に
よ
る
町
民
へ
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
弁

　

国
の
法
案
が
決
ま
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
提
案
し
た
。

質　
問

　
今
採
決
し
な
け
れ
ば
道
州
制
導
入

が
決
ま
る
の
か
。

答　
弁

　

意
見
書
（
案
）
の
中
に
、
既
に
法

案
整
備
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
危
惧

し
て
お
願
い
し
た
。

質　
問

　
議
会
全
体
で
も
う
少
し
勉
強
し
て

か
ら
提
案
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆「
伊
方
原
発
の
再
稼
動
を
行
わ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
に
よ
り
脱
原
発
社
会
を
目
指
す
こ

と
を
国
に
求
め
る
」
請
願
書
・
意
見
書
不
採
択

◆「
道
州
制
導
入
断
固
反
対
す
る
」意
見
書
採
択

◆ 各議員の賛否（議案採決結果） ◆
議長…◎　　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠

議　員　名

議　　案

　
中
川　
尚
毅

　
江
本　
　
昇

　
影
山　
美
雄

　
川
尻　
竹
藏

　
永
本
善
次
郎

　
丸
龍　
孝
敏

　
北
山　
朝
彦

　
向
山　
篤
宏

　
岩
瀬　
　
公

◎
坂
口　
　
進

　
寺
下　
博
子

　
新
開　
悦
博

　
舛
田　
邦
人

　
松
本　
晋
児

結　
果

公営企業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 認　定
一般・特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 認　定
決算の健全化判断比率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 承　認
決算の資金不足比率 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 承　認
海部消防組合の財産処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
税条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
国民健康保険税条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
土地開発基金条例の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
国民健康保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
介護保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
後期高齢者医療特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決
後期高齢者医療広域連合議員の選出
（影治町長を選出すること） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 可　決

伊方原発についての請願 ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ー ╳ ╳ ╳ ○ 不採択
道州制導入に断固反対についての意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 採　択
伊方原発についての意見書 ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ー ╳ ╳ ╳ ○ 不採択
※議長は賛否の意思表示をすることが出来ません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が採決権を行使します。（過半数議決の場合）
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一
般
質
問

影山　美雄 議
員

質
　
問

　
現
在
、
町
に
は
審
議
会
・
協

議
会
等
の
付
属
機
関
が
多
く
設

置
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
そ
れ

な
り
の
目
的
や
効
果
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
現
況
に
お
い

て
は
も
う
必
要
な
い
も
の
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
初
期
の
目

的
を
達
し
た
も
の
は
、
統
合
・

廃
止
し
て
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

現
在
設
置
し
て
い
る
諮
問
機

関
は
審
議
会
５
件
、
協
議
会
10

件
、
審
査
会
２
件
、
委
員
会
22

件
、
会
議
６
件
の
合
計
45
件
の

付
属
機
関
が
あ
る
。
毎
年
開
催

さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
事
案

が
発
生
し
た
場
合
に
開
催
さ
れ

る
も
の
も
あ
る
。
当
初
の
目
的

も
取
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
薄
ら
い
で
き
て
い
る
も
の
も

見
受
け
ら
れ
る
。
行
政
を
進
め

て
行
く
上
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
機

関
の
必
要
性
も
改
め
て
検
討
し
、

整
合
性
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

質
　
問

　
諮
問
機
関
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

年
１
回
程
度
開
催
し
て
い
る

の
が
８
件
、
事
案
発
生
の
場
合

や
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
て
い

る
の
が
30
件
、
開
催
さ
れ
て
い

な
い
の
が
７
件
あ
る
。
今
後
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。質

　
問

　
委
員
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
名
称
は
異
な
る
審

議
会
・
協
議
会
・
審
査
会
等
を

開
い
て
も
、
構
成
員
の
顔
ぶ
れ

は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん

ど
同
じ
と
い
う
会
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
同
じ
よ
う
な
人
で

は
発
想
も
同
じ
で
新
鮮
味
が
出

て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
幅

の
広
い
階
層
か
ら
人
選
し
て
は

ど
う
か
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

多
く
は
各
種
団
体
で
構
成
し

て
い
る
。
住
民
の
意
見
を
聞
く

場
合
に
は
、
公
募
を
行
い
委
員

に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

質
　
問

　
多
く
の
諮
問
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
に
つ
い
て
、
町
長
に

答
申
・
具
申
す
る
わ
け
だ
が
、

審
議
会
等
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
そ
の
内
容
も
細
切
れ
に
な
る

し
、
町
長
と
違
っ
た
答
申
が
出

さ
れ
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
。

行
政
も
整
合
性
・
計
画
性
が
必

　
一
般
質
問
で
は
、
病
院
運
営
・
防
災
対
策
・
町
行
政

な
ど
、
町
の
課
題
に
つ
い
て
７
人
の
議
員
が
執
行
部
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

各
機
関
の
必
要
性
等
も
検
討
し
、
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
し
た
い
。

答　弁 1
各
諮
問
機
関
の
総
合
的
見
直
し
を
は
か
れ

要
と
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
全

体
を
整
合
さ
せ
る
必
要
は
な
い

の
か
。

●
影
治
町
長

　

基
本
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

答
申
を
尊
重
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
の

状
況
に
よ
っ
て
そ
れ
を
参
考
に

し
て
、
町
の
意
思
を
決
定
し
、

議
会
に
諮
っ
て
決
め
て
行
く
手

続
と
な
る
。

美
波
町
の
各
諮
問
機
関

◆
審
議
会

　

美
波
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会　

他
4
件（
計
5
件
）

◆
協
議
会

　

美
波
町
国
民
保
護
協
議
会　

他
9
件
（
計
10
件
）

◆
審
査
会

　

美
波
町
情
報
公
開
審
査
会　

他
1
件
（
計
2
件
）

◆
委
員
会

　

美
波
町
情
報
公
開
調
整
委
員
会　

他
21
件（
計
22
件
）

◆
会　
議

　

美
波
町
地
域
公
共
交
通
会
議　

他
5
件
（
計
6
件
）

（全ての諮問機関名を知りたい方は議会事務局に連絡ください）
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江本　　昇 議
員

質
　
問

　
産
業
従
事
者
の
高
齢
化
対
策

と
し
て
、
第
一
次
産
業
だ
け
で

な
く
、
商
工
・
観
光
・
サ
ー
ビ

ス
等
、
業
種
間
の
連
携
が
必
要

と
思
う
が
、
町
の
方
針
は
。

●
影
治
町
長

　

平
均
年
齢
は
農
業
で
71
・
7

歳
、
漁
業
で
68
歳
と
な
っ
て
、

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
農

業
で
は
、
農
業
個
別
所
得
補
償

制
度
等
、
色
々
な
対
策
を
行
い
、

昨
年
よ
り
青
年
就
農
給
付
金
等

の
事
業
で
担
い
手
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
漁
業
で
も
、ヒ
ラ
メ
・

ア
ワ
ビ
の
稚
魚
の
放
流
等
に
取

組
ん
で
お
り
、
ま
た
郡
内
漁
協

に
お
い
て
も
、
海
部
水
産
物
品

質
確
立
協
議
会
を
新
設
し
て
、

出
荷
企
画
の
協
議
が
は
じ
ま
っ

た
。
町
内
で
も
異
業
種
に
よ
る

会
合
で
の
新
規
事
業
や
連
携
事

業
創
出
の
場
づ
く
り
の
た
め
に

補
正
予
算
を
組
込
ん
で
い
る
。

生
産
者
と
加
工
業
者
・
流
通
等
６
次
産
業
化
を
進

め
る
。

答　弁 1
第
一
次
産
業
と
異
業
種
間
の
連
携
は

職
場
の
環
境
整
備
、人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

答　弁 2
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
あ
る
職
員
の
育
成
を

質
　
問

　
一
部
の
職
員
の
行
動
・
言
動

が
、
職
員
全
体
の
不
評
や
行
政

不
信
へ
と
つ
な
が
る
と
思
う
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
あ
る
職
員
の

育
成
や
職
員
へ
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
山
路
副
町
長

　

新
規
採
用
職
員
に
は
職
員
研

修
に
参
加
し
て
、
ま
た
年
数
・

役
職
に
よ
る
各
研
修
に
も
そ
の

都
度
参
加
さ
せ
、
職
員
の
資
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
窓
口
対
応
と
か
電
話
対

応
、
実
務
の
把
握
等
の
問
題
を

聞
い
て
い
る
の
で
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
し
て
、
相
手
の

立
場
に
立
っ
た
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
職
場
の
環
境
整
備
、
人

材
育
成
に
取
組
ん
で
い
る
。

寺下議員寺下　博子 議
員

質
　
問

　
今
回
の
過
疎
債
の
拡
大
対
象

事
業
の
一
つ
に
企
業
誘
致
の
た

め
の
工
場
や
事
務
所
の
建
設
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
雇

用
の
確
保
等
は
考
え
ら
れ
て
い

る
か
。

●
影
治
町
長

　

最
終
的
な
改
正
内
容
が
決
定

し
、
法
律
改
正
が
な
さ
れ
た
場

合
は
、
積
極
的
な
利
用
に
よ
り
、

雇
用
の
確
保
に
取
り
組
み
た
い
。

質
　
問

　
美
波
町
第
二
次
総
合
計
画
の

進
捗
は
。 過

疎
債
（
借
金
）
の
法
律
改
正
が
な
さ
れ
た
場
合

は
積
極
的
な
利
用
に
よ
り
、
雇
用
の
確
保
に
取
り

組
み
た
い
。

答　弁 1
行
財
政
の
今
後
の
取
り
組
み
施
策
は

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

現
在
、
各
課
で
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
結
果
を
も
と
に
修
正
案

を
作
成
中
で
、
10
月
に
は
審
議

会
に
諮
り
た
い
。
そ
の
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
11
月
頃

に
実
施
し
、
12
月
に
は
議
会
に

も
報
告
し
た
い
。

質
　
問

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

う
ち
、
ソ
フ
ト
事
業
の
今
後
の

具
体
的
施
策
は
。
ま
た
、
職
員

政
策
提
案
制
度
は
、
浸
透
し
て

き
て
い
る
の
か
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

本
町
で
は
平
成
22
年
の
過
疎

法
改
正
の
時
か
ら
、
そ
の
全
て

を
地
域
医
療
の
確
保
と
し
て
病

院
会
計
運
営
補
助
金
に
充
て
て

い
る
。
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て

も
上
限
額
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
有
利
な
財
源
と
し
て
で

　

ヒ
ジ
キ
養
殖
実
験
も
支
援
す

る
と
と
も
に
、
出
荷
調
整
事
業

や
直
売
を
含
め
た
魚
貝
類
の
蓄

養
、
ま
た
利
用
率
の
低
い
施
設

の
調
査
を
行
い
、
再
生
・
有
効

利
用
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
産
者
が
加
工

や
流
通
・
販
売
ま
で
一
連
で
行

う
６
次
産
業
化
、
生
産
者
が
加

工
業
者
・
流
通
・
飲
食
・
宿
泊

業
者
等
と
連
携
し
た
産
業
も
見

え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
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今
後
も
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、取
り
組
み
た
い
。

答　弁 3
防
災
意
識
の
継
続
・
向
上
を

質
　
問

　
平
成
28
年
４
月
開
院
予
定
の

新
病
院
に
つ
い
て
、
開
院
後
の

ス
ム
ー
ズ
な
診
療
体
制
を
つ
く

る
に
は
、
段
階
的
な
事
前
移
行

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

新
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
美

波
町
立
病
院
の
整
備
方
針
の
中

で
、
そ
の
施
設
基
準
な
ど
か
ら

職
員
の
配
置
計
画
を
し
て
お

り
、
医
師
は
常
勤
の
医
師
を
５

名
、
非
常
勤
の
医
師
を
４
名
、

看
護
師
は
２
交
代
２
名
の
夜
勤

体
制
で
25
名
の
常
勤
職
員
と
し

て
い
る
。
医
師
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
特
に
厳
し
い
課
題
で
あ

る
。
開
院
に
向
け
て
の
準
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
十
分
調
整
し

た
い
。

　

ま
た
、
病
院
職
員
の
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
整
備
方
針
の
中
に
謳
わ
れ

て
お
り
、
職
員
の
一
体
感
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
影
治
町
長

　

職
員
の
研
修
的
な
こ
と
に
つ

い
て
は
、
実
施
計
画
が
で
き
た

後
、
来
年
度
あ
た
り
か
ら
進
め

て
行
く
こ
と
に
な
る
が
、
現
実

ど
の
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

質
　
問

　
周
辺
医
療
機
関
と
の
連
携
強

化
に
よ
り
、
県
南
に
い
て
も
よ

質
　
問

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
捗
状

況
は
。

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

　

昨
年
度
12
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
、
町
内
会
・
自
主
防
災
会

と
担
当
職
員
が
協
働
で
避
難
場

所
・
避
難
路
の
見
直
し
を
行
い
、

そ
の
後
の
住
民
懇
談
会
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
見
直
し
た
避
難

場
所
に
つ
い
て
、
現
在
津
波
避

難
場
所
の
標
高
、
広
さ
、
収
容

人
数
の
確
認
等
に
つ
い
て
の
現

地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、

津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
、
避

難
困
難
地
域
の
抽
出
、
避
難
困

難
地
域
解
消
対
策
の
検
討
を
行

い
、
平
成
26
年
３
月
完
成
予
定

と
し
て
い
る
。

美
波
町
立
病
院
の
整
備
方
針
に
沿
っ
て
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答　弁 2
美
波
町
立
病
院
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を

き
る
だ
け
活
用
し
て
い
き
た
い
。

●
山
路
副
町
長

　

制
定
当
初
の
平
成
22
年
度
は

20
件
、
平
成
23
年
度
は
３
件
、

平
成
24
年
度
は
３
件
。
引
き
続

き
、
運
用
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

り
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
今
後
の
具

体
的
な
連
携
等
は
。

●
礒
野
総
務
企
画
課
長

　

地
域
医
療
再
生
計
画
に
あ
る

南
部
圏
域
を
中
心
と
し
た
基
幹

的
病
院
と
の
連
携
を
含
め
、
町

立
病
院
の
役
割
を
担
い
た
い
。

電
子
カ
ル
テ
等
も
十
分
検
討
し

た
い
。

　

観
光
客
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
今
後
避
難

場
所
の
看
板
の
掛
け
替

え
や
、
新
し
い
避
難
場

所
へ
の
誘
導
看
板
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ッ

プ
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。質

　
問

　
各
自
主
防
災
会
の
担

当
職
員
か
ら
積
極
的
に

住
民
に
働
き
か
け
、
避

難
訓
練
等
行
う
こ
と
も

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

　

各
自
主
防
災
会
の
担
当
職
員

に
つ
い
て
は
、
住
民
懇
談
会
な

ど
で
も
協
働
参
画
を
行
っ
て
お

り
、
先
日
中
止
に
な
っ
た
徳
島

県
の
総
合
防
災
訓
練
時
に
も
、

各
避
難
場
所
で
の
人
数
確
認
・

意
見
聴
取
な
ど
も
行
う
予
定
と

し
て
い
た
。
町
内
で
の
地
震
・

大
津
波
避
難
訓
練
や
、
自
主
防

災
会
で
行
っ
て
も
ら
う
予
定

だ
っ
た
避
難
所
運
営
訓
練
に
つ

い
て
は
、
日
時
を
調
整
の
う
え

実
施
し
た
い
。

危機意識の共有を（防災ワークショップのようす）
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寺下議員向山　篤宏 議
員

質
　
問

　
東
日
本
大
震
災
、
そ
れ
に
起

因
す
る
原
発
問
題
、
政
権
交
代
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
、
消
費
税
増
税
な
ど
、
国
民

生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
な
る
が
、
今
後
４
年
間
の
町

長
の
め
ざ
す
町
政
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
特
に
、
過
疎
対
策
、

産
業
の
振
興
施
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
平
成
28
年

に
は
、
２
町
の
合
併
か
ら
10
年

を
迎
え
、
病
院
も
完
成
予
定
で

あ
る
。
単
な
る
式
典
で
な
く
町

民
が
親
し
く
参
加
出
来
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
は
企
画
で
き
な
い

か
。

●
影
治
町
長

　
「
対
話
の
町
政
」
を
基
本
姿

勢
に
、
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く

り
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
等
の
４
本
柱
を
推
進
し
て
き

た
が
、
今
後
ま
だ
ま
だ
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ

る
。
ま
ず
は
、
着
手
中
の
事
業

の
推
進
を
図
り
、
町
民
の
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
た

い
。

　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

分
析
結
果
に
よ
る
と
、
就
労
の

場
が
な
い
、
交
通
事
情
が
悪
い
、

買
い
物
が
不
便
、
保
育
・
教
育

の
不
安
等
の
課
題
が
表
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
へ
の
対
策
と
し
て

雇
用
の
確
保
、
交
通
手
段
の
確

保
、
住
民
生
活
の
安
定
と
子
育

て
支
援
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の

移
住
交
流
、
定
住
促
進
、
集
落

維
持
活
性
化
の
６
つ
の
対
策
を

考
え
て
い
る
。

　

合
併
10
周
年
に
記
念
式
典
は

考
え
て
い
る
。

町
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
。

答　弁 1
町
長
に
託
さ
れ
た
今
後
４
年
間
の
町
政
運
営
は

候
補
地
は
検
討
を
加
え
、
今
年
度
中
に
移
転
先
を

決
め
た
い
。

答　弁 2
日
和
佐
地
区
幼
保
施
設
の
移
転
先
の
確
保
は

質
　
問

　
町
は
日
和
佐
地
区
幼
保
施
設

の
整
備
方
針
検
討
委
員
会
を
設

け
、
移
転
先
に
つ
い
て
の
選
定

条
件
に
つ
い
て
提
言
を
受
け
た
。

幼
保
施
設
に
つ
い
て
は
、
以
前

か
ら
早
く
安
全
な
所
へ
移
転
し

て
欲
し
い
と
の
町
民
の
思
い
も

強
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
検
討

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、

今
後
、
建
設
用
地
確
保
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

う
か
。
山
林
に
お
け
る
宅
地
開

発
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

移転が急がれる日和佐保育園・幼稚園

●
影
治
町
長

　

検
討
委
員
会
か
ら

は
、
津
波
か
ら
逃
げ

る
必
要
の
な
い
高

台
、
園
児
の
送
迎
に

便
利
な
場
所
な
ど
の

移
転
先
へ
の
提
言
を

受
け
て
い
る
。
一
日

も
早
く
安
心
安
全
な

施
設
の
整
備
計
画
が

策
定
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。
施
設

の
候
補
地
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
検
討

を
し
て
、
今
年
度
中

に
移
転
先
を
決
め
る

よ
う
に
作
業
を
進
め

る
。
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寺下議員北山　朝彦 議
員

質
　
問

　
一
期
４
年
間
の
対
話
の
行
政

効
果
を
具
体
例
で
示
さ
れ
た
い
。

●
影
治
町
長

　

町
政
懇
談
会
や
各
種
団
体
と

の
会
議
を
通
じ
、
政
策
が
生
ま

れ
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
、
第
三
子
以
降
の

保
育
料
・
幼
稚
園
授
業
料
無
料

化
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

事
業
そ
の
他
阿
部
診
療
所
の
医

師
確
保
等
々
数
々
の
成
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

質
　
問

　
町
長
が
実
施
さ
れ
た
対
話
に

よ
る
町
政
の
成
果
は
大
変
良

か
っ
た
と
思
う
、
今
後
も
継
続

し
て
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
実
現

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
対
話
の
町

政
は
町
長
一
人
で
な
く
、
町
職

員
全
員
が
行
う
も
の
で
あ
り
、

職
員
一
人
一
人
が
住
民
と
対
話

し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
対
話
し

て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
住
民

に
顔
を
向
け
た
行
政
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
町
が
制
定
し

て
い
る「
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
も
、「
住
民
対
話
、
つ
ぶ
や

き
手
帳
の
活
用
」
と
い
う
項
目

を
明
記
し
て
あ
る
。
本
年
度
は

是
非
こ
の
項
目
を
強
力
に
推
進

さ
れ
た
い
。

●
影
治
町
長

　

議
員
が
提
案
す
る
「
つ
ぶ
や

き
手
帳
」
に
つ
い
て
は
、
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
私
も
思
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
導
入

す
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と

思
う
。

質
　
問

　「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を

制
定
し
た
時
点
で
、
実
践
推
進

す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
の
だ

か
ら
、
強
力
に
実
践
す
べ
き
で

あ
る
。

●
影
治
町
長

　

実
際
に
手
帳
の
名
称
を
ど
う

す
る
か
も
含
め
、
早
期
に
対
応

し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
答
弁

し
た
つ
も
り
だ
。

つ
ぶ
や
き
手
帳
の
活
用
は
必
要
不
可
欠
と
思
う
の

で
、
早
期
に
対
応
し
て
い
く
。

答　弁 1
対
話
の
行
政
推
進
の
た
め
つ
ぶ
や
き
手
帳
の
活
用
を
！

課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
む
。

答　弁 2
地
域
防
災
活
動
の
拡
充
に
町
は
指
導
力
を

　
発
揮
す
べ
き
で
あ
る

質
　
問

　
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
、

町
は
指
導
力
を
発
揮
す
べ
き
で

あ
る
。

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
、地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、避
難
計
画
、

業
務
（
役
場
）
継
続
計
画
な
ど

を
策
定
す
る
段
階
で
住
民
の
自

助
共
助
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
早
急
に
、
次
の
課
題
解

決
へ
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

　
高
知
県
黒
潮
町
の
防

災
職
員
地
域
担
当
制
を

導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

　

平
成
23
年
８
月
１
日

に
危
機
管
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
避
難
場

所
・
避
難
経
路
見
直
し

時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

担
当
と
し
て
、
職
員
を

配
置
し
今
後
と
も
地
域

と
の
連
携
・
協
働
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
議
員
の
指
摘
ど
お
り
。

質
　
問

　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

実
施
要
綱
に
よ
る
支
援
体
制
は

実
施
不
可
能
で
な
い
の
か
。

●
花
木
保
健
福
祉
課
長

　

平
成
25
年
９
月
現
在
９
８
７

人
の
要
援
護
者
登
録
が
あ
り
、

支
援
者
の
確
保
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
支
援
者
と
し
て
の
登

録
は
２
９
９
人
と
な
っ
て
お
り

難
し
い
状
況
で
あ
る
。
現
在
登

録
さ
れ
て
い
る
９
８
７
人
に
つ避難まつり（ハイゼックス袋を使った炊き出し訓練）
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寺下議員永本善次郎 議
員

質
　
問 県

は
現
在
レ
ベ
ル
１
（
津
波
高
５
・
２
ｍ
）
に
対

応
し
た
防
波
堤
工
事
を
進
め
て
い
る
。

答　弁 1
巨
大
地
震
津
波
防
災
対
策
と
し
て
大
浜
海
岸

に
高
さ
12
メ
ー
ト
ル
延
長
５
０
０
メ
ー
ト
ル

の
防
潮
堤
を
作
る
べ
き
だ

高
台
へ
の
避
難
路
や
避
難
施
設
と
併
設
し
、
安
全

を
確
保
す
る
。

答　弁 2
診
療
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
を
絶
対
浸
水
の

心
配
の
な
い
高
台
へ

質
　
問

　
徳
島
県
の
最
終
津
波
浸
水
予

測
２
～
３
メ
ー
ト
ル
、
し
か
も

地
盤
の
液
状
化
現
象
が
心
配
さ

れ
る
旧
日
和
佐
高
校
跡
地
に
診

療
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設

は
慎
重
に
取
組
む
べ
き
で
は
な

い
て
自
力
避
難
で
き
る
人
、
ど

う
し
て
も
支
援
の
必
要
な
人
の

仕
分
け
を
し
て
、
１
７
９
人
の

方
が
支
援
が
必
要
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。
今
後
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
作
業
を
進
め
て
い
く
。

個
別
避
難
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
南
部
県
民
局
と
協
働
で
県

南
各
町
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し

て
プ
ラ
ン
作
り
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

質
　
問

　
避
難
訓
練
に
計
画
性
が
な
い

の
で
、
毎
回
無
意
味
な
訓
練
の

繰
り
返
し
に
な
っ
て
い
る
。

●
橋
本
消
防
防
災
課
長

　

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
議

員
指
摘
ど
お
り
で
、
画
一
的
な

訓
練
の
た
め
の
訓
練
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
だ
と
思
う
。
今

後
自
主
防
災
会
な
ど
と
相
談
し

な
が
ら
実
施
を
検
討
し
た
い
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
町
か
ら

訓
練
目
的
の
配
信
は
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
７
月
末
に
徳
島
県
が
発
表
し

た
南
海
ト
ラ
フ
３
連
動
地
震
、

そ
れ
に
伴
う
大
津
波
に
よ
る
市

町
村
別
被
害
想
定
に
よ
る
と
、

本
町
で
は
人
口
の
31
％
、
２
，

４
０
０
人
が
死
亡
、
建
物
は
３
，

３
０
０
棟
が
全
壊
ま
た
は
焼
失

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
和
佐

地
区
で
は
１
，
５
０
０
人
が
死

亡
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

私
案
で
す
が
、
大
浜
海
岸
に
高

さ
12
メ
ー
ト
ル
延
長
５
０
０

メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
を
つ
く
り
、

日
和
佐
川
河
口
部
に
は
浮
上
式

防
潮
堤
を
つ
く
れ
ば
津
波
被
害

を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
こ
と

が
出
来
る
と
思
う
。
検
討
す
る

意
思
は
な
い
か
。

●
鈴
木
建
設
課
長

　

議
員
の
予
想
さ
れ
る
津
波
高

10
メ
ー
ト
ル
は
レ
ベ
ル
２
と
思

わ
れ
ま
す
。
県
で
は
現
在
レ
ベ

ル
１
（
津
波
高
５
・
2
メ
ー
ト

ル
）
に
対
応
し
た
日
和
佐
港
沿

岸
防
波
堤
工
事
を
進
め
て
い
る
。

町
と
し
て
は
先
ず
レ
ベ
ル
１
に

対
応
し
た
こ
の
工
事
を
進
め
る

よ
う
に
、
ま
た
こ
の
工
事
完
了

後
に
引
続
き
、
日
和
佐
川
河
口

部
の
北
突
堤
、
南
防
波
堤
の
か

さ
上
げ
工
事
を
促
進
し
、
完
了

後
、
大
浜
地
区
の
堤
防
の
整
備

を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

9.8m の大津波が予測される大浜海岸

（現防波堤は海抜 7.3m）
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給
付
費
の
適
正
化
と
介
護
予
防
に
努
め
て
き
た
。

答　弁 1
県
下
一
高
い
介
護
保
険
料
を
下
げ
ら
れ
な
い
か

寺下議員中川　尚毅 議
員

質
　
問

　
美
波
町
の
介
護
保
険
料
は
基

準
月
額
が
５
，
８
０
０
円
と
県

下
一
高
く
、
阿
南
市
よ
り
も
９

０
０
円
も
高
い
。
県
平
均
と
比

べ
て
も
５
０
０
円
高
い
。
こ
れ

を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

●
花
木
保
健
福
祉
課
長

　

介
護
保
険
は
３
年
に
一
度

介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直

し
、
人
口
や
高
齢
者
比
率
の
推

移
、
介
護
保
険
施
設
の
整
備
状

況
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
な
ど
を
見
込
ん
で
保
険
料
の

改
定
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

介
護
給
付
費
の
21
％
を
65
歳
以

上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

美
波
町
の
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
は
基
準
月
額
が
５
，

８
０
０
円
と
な
っ
た
。

  

美
波
町
で
は
増
え
続
け
る
給

付
費
を
適
正
化
す
る
た
め
、
平

成
23
年
度
か
ら
専
門
職
員
を
１

名
配
置
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
点

検
、
介
護
認
定
更
新
も
含
め
認

定
調
査
を
直
営
で
実
施
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度

は
、
１
０
，
０
０
１
万
円
減
少

し
た
。
平
成
24
年
度
は
、
介
護

報
酬
の
改
定
に
よ
っ
て
給
付
費

総
額
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
差
し
引
く
と
９
５
９
千
円
減

少
し
た
こ
と
に
な
り
、
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
、
こ
の
適
正
化
と
と
も

に
、
特
定
検
診
・
特
定
保
健
指

導
に
も
力
を
入
れ
て
若
い
世
代

に
健
康
を
意
識
し
て
い
た
だ
き

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
本
年
度
、

町
内
医
療
機
関
の
医
師
と
町
民

代
表
の
方
々
に
委
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
美
波
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。

医
療
費
の
適
正
化
、
介
護
予
防
、

健
康
づ
く
り
に
助
言
・
提
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
く
。

　

保
険
料
の
上
昇
緩
和
な
ど
に

活
用
す
る
財
政
安
定
化
基
金
は

町
に
は
な
い
が
、
平
成
24
年
度

は
、
国
の
財
政
安
定
化
基
金
か

ら
６
２
４
万
円
交
付
さ
れ
た
。

質
　
問

　
国
は
要
支
援
者
を
介
護
保
険

制
度
か
ら
は
ず
し
て
、
新
し
く

地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
な
れ

ば
現
在
の
要
支
援
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
は
維
持
さ
れ
る
の
か
。
町

の
考
え
は
ど
う
か
。

●
花
木
保
健
福
祉
課
長

  

現
在
国
で
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
介

護
認
定
者
の
う
ち
比
較
的
軽
度

の
要
支
援
１
・
２
の
人
に
つ
い

て
は
介
護
保
険
の
給
付
か
ら
外

し
、
市
町
村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

に
置
き
換
え
る
仕
組
み
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
美
波
町
と
し
て

は
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

来
年
度
、
第
６
期
の
介
護
保
険

事
業
計
画
を
立
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

い
か
。
ち
な
み
に
全
国
の
例
を

捜
し
て
も
津
波
浸
水
区
域
に
公

共
建
造
物
の
建
設
計
画
は
見
当

た
ら
な
い
。
危
険
な
こ
の
場
所

で
大
津
波
に
伴
う
死
亡
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
町
の
責
任
は

厳
し
く
問
わ
れ
る
と
思
う
。
６

億
～
８
億
の
大
き
な
資
金
を
投

入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
立
病

院
同
様
、
絶
対
浸
水
の
心
配
の

な
い
高
台
に
建
設
す
べ
き
で
あ

る
。
町
は
絶
対
安
全
と
考
え
て

い
る
の
か
。

●
山
路
副
町
長

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
場

所
に
つ
い
て
は
、
昼
間
の
み
の

業
務
と
な
る
無
床
診
療
と
す
る

の
で
、
高
台
へ
の
避
難
路
や
避

難
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
が
確
保
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
液
状
化
対
策
に
つ

い
て
は
設
計
業
務
の
中
で
考
え

て
行
き
た
い
。

●
影
治
町
長

　

自
然
災
害
に
絶
対
と
言
う
こ

と
は
な
い
と
思
う
。
し
た
が
っ

て
絶
対
安
全
と
は
言
え
な
い
と

思
う
。

特定検診（血圧・血液検査）
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◆ 各議員の出欠状況（平成25年６月定例会後から９月定例会） ◆
出席…○　欠席…欠　委員外出席…△　委員外…－

議　員　名

日付・会議等

中
川　
尚
毅

江
本　
　
昇

影
山　
美
雄

川
尻　
竹
藏

永
本
善
次
郎

丸
龍　
孝
敏

北
山　
朝
彦

向
山　
篤
宏

岩
瀬　
　
公

坂
口　
　
進

寺
下　
博
子

新
開　
悦
博

舛
田　
邦
人

松
本　
晋
児

６月17日 議会広報特別委員会 － － － ○ － ○ ○ － － ○ ○ －
６月18日 敬老の日の式典 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
26日 議会広報特別委員会 － － － ○ － ○ ○ － － － ○ －

27～28日 防災特別委員会視察（黒潮町） △ ╳ ○ △ △ △ ○ － － ○ ○ ○
　　28日 議会広報特別委員会視察（中土佐町） － － － ○ － ○ ○ － － － ○ －
７月  8日 議会広報特別委員会 － － － ○ － ○ ○ － － － ○ －
11日 病院事業特別委員会 － － － ○ － ○ ○ － － ○ ○ －
16日 議会広報特別委員会 － － － ○ － ○ ○ － － － ○ －
23日 海部郡議長会研修会 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月12日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30日
総務産業建設委員会 ○ △ － ○ ╳ △ △ － ○ ○ △ ○ ○ ○
病院事業特別委員会 － ○ ○ △ － △ △ － △ △ ○ ○ △ ○

９月  5日
議会運営委員会 △ ○ △ △ － ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ △
公共交通特別委員会 △ △ △ △ ╳ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ △

９月12日
９月定例会提案理由の説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総務産業建設委員会 ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ △ △ ○ ○

18日 一般質問 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19日
総務産業建設委員会 ○ ○ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ △ △ ○ ○
文教厚生委員会 △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ △ －

20日
文教厚生委員会 △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ △ －
議案審議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみ掲載しています。

議
長
の
主
な

活
動
状
況

（
平
成
25
年
６
月
定
例
会
後
か
ら

９
月
定
例
会
ま
で
）

◆
６
月
20
日

　

海
部
郡
防
犯
連
合
会
総
会

◆
６
月
25
日

　

美
波
町
老
人
大
学

　

開
校
式
（
副
議
長
出
席
）

◆
６
月
28
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

◆
７
月
19
日

和
歌
山
県
み
な
べ
町
議
会
来
町
（
視

察
）
副
議
長
、
防
災
委
員
長
が
対
応

◆
７
月
31
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

◆
８
月
５
日

行
政
課
題
研
究
会
（
副
議
長
出
席
）

◆
８
月
10
日

姉
妹
都
市
三
豊
市
へ
訪
問

（
副
議
長
出
席
）

◆
９
月
６
日

　

敬
老
の
日
の
式
典
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追 跡 査調

　官民境界に関する基本的な情報を整備するため測量作業（現況測量・復元測量）を行う。
◆都市部官民境界基本調査では

○官民境界基本調査の成果を活用した地籍調査を行うことができるようになり、調査の効率化が図れる。
○広範囲に境界明確化のための基礎資料ができる。また、境界トラブルの軽減効果も広範囲で現れる。
○国が経費を全額負担して実施するので、町が地籍調査を実施する上での負担軽減になる。

メリットは…

　現地の塀や境界標、マンホールや電柱等、官民境界に関する現況を測量し、調査図を作成する。
★現況測量

　登記所にある公図や地積測量図、道路台帳附図等が示す官民境界を調査図に表示する。また、
必要に応じ調査図が示す境界の位置を現地に復元する。

★復元測量

議会広報第 18・23・27 号で 3 人の議員
が質問した地籍調査が進みだした。

都市部官民境界基本調査の基準点です。

◆官民境界調査を先行して実施すると

　上の絵は、通常の地籍調査を行った場合と官民境界を先行して調査した場合のイメージ図です。

最近、よく見かける
このマーク何 !

※国土交通省　地籍調査Webサイト参照
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　私たち議会広報委員は、「手に取り・見て・読んでもらえる議会広報」「住民から必要とされる議会

広報」になるよう編集委員会で常に話し合っています。そこで、今回多くの住民から意見を聞かせて

いただくと言う事で、私たちが出張し意見交換会を開催したいと思いますのでよろしくお願いします。

①各種団体で８名以上。住民グループで８名以上。
②日時・開催場所については相談して決定します。

①掲載写真（表紙等の写真）・撮影場所
②「議会への一言」・「傍聴者の声」等を 400 字以内。
③住所・氏名は掲載します。
※掲載についての判断は、議会広報特別委員会で行います。

お問い合わせ・投稿される方は、議会事務局　☎ 77 － 3630
E-mail：gikai@town.minami.lg.jp までご連絡下さい。

住民の皆さんの 応 募  をお願いします！

皆さん、
意見交換会に
参加して下さい！議会広報についての 意 見ご を下さい！

美波町議会広報（第 29 号）、
全国広報研修会での評価は「可（60 点）」だった。

　平成 25 年９月 30 日、10 月１日に、全国町村議会議
長会主催の「町村議会広報研修会」に議会広報特別委員
5 人で参加し、美波町議会広報（第 29 号）のクリニッ
ク（診断）を受けましたのでその結果報告をします。

【優れている点】
　一般質問の１議員１ページを確保。議員の賛否・出欠
の公開。議会広報についての意見交換・意見・写真の募
集。「頑張る人」の掲載。等の評価があった。

【検討・改善点】
　見出しに沿った記事の配置を。一般質問の主見出しを
大きく。常任委員会報告・研修報告に見出しをつける。
等の指摘があった。
　以上のことから総点60点だった。今後は「可」から「良」
の評価になるよう改善したいと思います。



16

議会だより

印刷／米崎印刷株式会社　TEL（0884）22−2247

● 議会広報特別委員会 ● （お問い合わせ・ご意見は　TEL：77－3630へ）
委員長：北山　朝彦　　　副委員長：永本善次郎　　　委　員：新開　悦博・向山　篤宏・中川　尚毅

　今回編集に参加して、わかりやすい広報誌にすることをめざして、議会

の活動のようすなど、町民のみなさまに知ってもらいたいことを選択して

配置しました。とくに、見出しを一目でわかるように、表現や字体などを

改善しました。また、町民のみなさんとの交流をはかるために、意見や写

真などを多く掲載するようにしますので、今後もみなさんのご意見などを

くださいますようお願いします。 �

（中川　尚毅）

頑張る人!!
地域の魅力を掘り起こせ地域の魅力を掘り起こせ

ジ ン

42年ぶりの師弟再会
於：美波町コミュニティホールにて

編集後記

　水産高校で岡本壽彦さん（84）（左）からマンドリンの指導を受けた山本功さん（60）（右）

＝愛媛県在住＝が、８月３日に岩城マンドリンクラブのメンバーと来町し、演奏会が開かれ

ました。２人は音楽が縁での再会を喜びました。


